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て，都県 ごとに１つ設定されているｏ ア～ ウは教
科書本文ではなくアは表題，イとウは欄外におか
れているｏ 工は説明的な記述が大半である。
第 ２章で教科書が提示 してい る「都道府県学
習の視点」を見 ると， 項目として は自然環境，
人口， 産業，地域間 の結びつ き，生活・文化が
設定されてい る。 そして，学習視点として は，
「自然環境」 では， 位置， 地形，気 候。厂人 口」
で は分布と構成。 匚産業」で は農業 と工業。匚地
域間 の結 びつ き」 で は， 交通網 と国 際化。 匚生
活・文化」 で は， 生活･ 文化 と歴史 がそれぞれ
設 定されている。項 目が５， 視点がｎ 設定さ れ
ており，３都県 それぞれ中心 的な視点 が ３また
は４設定さ れてい る。
第 ３章 匚世界 の国々」 では， 中国， アメ リカ
合衆国， ドイツを事例 として取 り上 げている。
①国内の地域のちがいに注目して国を調べよう
～統計資料を手 がかり にした中国 の例～。 ②他
の国 との結びつ きに注目して国を調 べよう～自
由 な資料集めを手 がかり にしたアメリカ合衆国
の例～。 ③まわりの国 との協力 関係に注目して
国を調べよう～地図 帳をてがかりにしたドイ ツ
の例～。 の３小単元 から構成されており， ３つ
の国をそ れぞれ違 う調べ方や視点を もとに追究
している。
教科書の構成 は， ア， 課題の提示　 イ， 調べ
方　 ウ， 調べ先　 エ，調べて分かったことの提
示　 オ， まとめ　 という配列は第 ２章 匚都道府
県を調べよう」 の学習 と同じで あり，国や課題
が違って も， その構成に変化は見られない。
教科書に設定さ れている「世 界の国々学習の
視点」 を見 ると， ５項目ｎ 視点が設定されてい
る。 項目として は，自然環境，人口，産業， 地
域 間の結 びつ き， 生活 ・文化 であり， 第 ２章
匚都道府県を調 べよう」 と同じ項目であ る。 視
点 は，「自然環境」 で は， 位置，地形， 気候。
厂人口」で は，分布 と構成。匚産業」では，農業，
鉱工業， 貿易ｏ 匚地域間 の結びつ き」 で は，国
































































①　Ａ独自 ②　Ｂ独自 ③ Ｃ独自
④A,B共通 犬
犬 ⑤ Ｂ,Ｃ共通























































全事 例 は24 事 例で あ る。 農業 に関する事 例
が10 事例， 工業 に関 する事例 が７事例 あり，
両事例あ わせ ると17 事 例にのぼり， 産業 に関
す る事例 が24 事例 の大半 に のぼ る。 他 の事 例
としては，人 口の分布が ２事例，地域間の結び
つきに関する事例が ２事 例， また都道府県 の特
色を見出す事 例が２事例で ある。各事例と も都
道府県 独自の調査方法 の内容であり，身近な地
域で は見出せない内容を含んでい ること， 国ど
うし の比較や国 レベルで の統計で は見いだせな
いような内容の調査方法である。 このことから，
これらの学習は規模を身近な地 域や国 々に変え





表 ４は， 世界の国 々独自 の調査方法の事例 の
一部 を示す。 全事例 は22 事 例であ る。 内容的
には多岐 にわたるが， 厂身近な地域」 とか匚都道
府県」で はみられなかった視点 や問 いが見 られ








































項 目 問い 方 法
1312 中国 農 業 の地 域 に
よ る ちが い を
調 べよ う
食 生 活 と宗 教 の
関 わり を知 りた
い
世界の生活･ 文化
の 本 を 図 書 館 で
調べる
1321 ｱﾒ勁 世 界 に影 響 力
を もつ 農 業 を
調 べよ う
図 をみ て アメ リ
カ 合衆 国 と 日本
の 農業 を 比 べる
と 、 ど のよ うな
特色が あるのか
図｢ アメリカ 合衆
国 と 日本 の農 家
の比較｣
(1997,1998FA0
生産 統 計年 鑑)を
みて考え る
1328 ﾄﾞｲﾂ 人や も の の 動
き につ い て 調
べよ う
国 境を こ え る人
の 移 動を 知 りた
い



































地 図 帳や 百科 事
典 、ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ で調
べ る
1306 中国 人 口 の地 域
に よ る ち が
い を 調 べ よ
う
人 口 の よ う す を
知 りたい
教科 書p.  99「ジ
ン ジ ン さ ん とフ
ェ イ さ ん の 家







































①A 独自＝５ ②B 独自＝２４ ③C 独自＝２２
④A,B 共通＝４ 犬
犬 ⑤B,C 共通＝３５
⑥A､C 共通＝０ 犬 ⑥A,C 共通
⑦A,B,C 共通＝６
３。調査方法分析の考察と課題
教科書に掲載 されてい る事例 は全部で ９６あ
り， そのうち， 地域独自 の調査方法が５ 工事例
(53%), 二地域 もしくは三 地域共通 の調査方法
が45 事例(4796)であ った。 また，共 通している
事例のうち35 事例（36%）が厂都道府県」と匚世界の
国々」共通の調査方 法であ る。匚身近な地域」 と





査方 法の断絶が みられ，教科書 は 匚身 近な地域







の転移性とい う側面 から考え た場合， 匚都道府
県」で の学習の成果 が容易 に世界の国 々で の学






質 が歴然とは現れないとい う問題性も指摘で き
る。転移性という観点から考えてみれば， ３つ
の規模 の地 域学習で多 くの共通する調 査方法が
多様に存在してもよいと考える。
学習指導 要領解説で は調査の一般的段階を，
匚①資料の収集，整理（各 種資料 の収集， 観察，
25  ―
聞き取りによる情報の収集，資料の選択，比較・
分類， そして課題 の発見など）， ②課 題の設定




えてい るような教科書配列 の規則性が十分 とは
いえない。
次 に，教科書の事例から自 らの課題を設定 す
るような配置と はなっていない点 について述べ
る。 本論文で は， 現行教科書 の分析方法として
調査の匚問い」をどのように設定 しているかに視
点 をあてだ。片上氏 は社会科で身 に付けさせた
い学 び方 に関する記述のなかで 「二十世紀 は，
解決重 視型 の学 び方が主 流であ った。そのよう
な学び方 が，求 められてもいた。 しかし， 二十
一世紀は， 解決 のかなりの部分を コンピュ ータ






（論） としての学び方を， そ れも『問い方 とし
て の学び方を しっかりと身 につ けさせてやる』
必要があ る， と思 うのである。」6）と述べ， 問う
行為こそが学 び方の中核であると論じている。
しかし， 教科書 は問い の事例提示 に終始し， 学
習者に問いを 喚起させ る構造とはなりえていな
い。 このこと は，匚分析 の結果」 に示 した表の
匚問い」 と 厂方法」 の全事例を みると明 らかで
ある。 匚社会科の教科書 は，（数学科でいえ ば）

















































































































２点目 は，地図資料 の活用方法であるＯ 地理
学習 において は常に地図 の活用が重視されてき
た。 このこと について新学習指導要領で は地域
的特色を とらえるための視点や方法につ いて述
べる一節で，匚大 きくみれば，地域 の環境条件，
他地 域との結 び付 き，人 々の営 みが， 相互に影
響を及 ぼしながら地 域的特色が形成され，変容
しているといえよう。 それを， どのように見い
だし， どのよ うに調べ，追究 し，表現していく
か， 地図の活用，地図化の工夫を柱 にして，地
域的特色を とらえ る視点 や方 法の習得 も重視し
ている。」8）（傍線筆者加筆）との記述が見 られ，
地図活用による地域的特色の習得を明確に位置
付 けてい る。２社の教科書 においても地 図活用
による問い は文献 資料 に次いで多 く45 事 例を
数え る。しかし，活用 の方法を みると複数 の地
域規模で も活用が可 能な問いが ２社合 わせ ると
22 事例，１つ の地域のみでの問いで他の地域規
模で は活用 できない， 転移し ない問い は23 事
例であり，約半数 は転移 しない問いであ る。三
地 域規模で系統的な調査を意図した地 図の配置
とは必ずしもなりえてはいない。





る方法で２社合 わせて13 件あった。 その他の２
件 は， インターネット による検索 の方法を示す
事例 （帝国書院・八王子市），「工業 の変化と環
境問題 について調 べる。福岡県の現在の工業 の
変化 が知りたい。」 という問い に対して， 厂県庁
の工業 担当者 にメールで聞 きとりを する」（帝
国書院・福岡県） という ２つ の事例があげられ




た活用 のみであることが課題 として残 るＯ
Ｖ。まとめ
本論文では，中学校社会科の学習指導要領改
―  27 ―
訂 に伴い， 見方・学 び方 という学習方法重視 の





書 では，追究す る地域事 例の配列， 学習テ ーマ
の配列 において系統性が見 られない ことを指摘
した。




また， 学習指導 要領に示さ れている調査 の一般
的段階から考え た場合， 教科書 は，調査学習全
般を学習するには内容的に十分とはいえない。




した。１点 目 は， 活用さ れてい る資料が文献資
料 に最 も比重 を置いているということ。２点目
は，地図資料の活用方法 が三地域規模で系統的
な調査を意図 した配置とはなりえていないこと。
３点 目は， コ ンピュ ータの活用 について， 特 に
イ ンターネットの活用方法が，教科書 の事 例で
はいずれも情報の収集 という偏 った活用 のみで
あるという点である。
以上 のことから， 本論文 は新しい学び方重視
の単元構成 の実態を解明し，単元構成の課題を
指摘 することにより， 改善 の方向性を見 出した
点 に意義がある。
今後 の課題としては，改善 の方向性を 具体的











































※表中の 匚資料番号」の説明　例 匚 」
Ｂ： 工＝身近な地域 ２＝都道 府県　 ３＝世界
の国々
Ｃ：地域内での通し番号
４）カ ッコ内 の% 表示 は全事例を分 母とし た場
合 の割合を示 す。 以下 すべての% 表示 と もに
同じである。
５）文部省「中学校学習指導要領解説一社会編－」
大阪書籍, 1999 年 ９月, p.46
6 ）片上宗二 「社会科で身 につけさせ たい 『学
び方 』」， 授業 研究21　 明治 図書, 1999 年 ９
月, p.51
7 ）澁澤文隆 「「学 び方」 が身 に付 く転移性 が
ある典型教材 とは」，『社会科教育』明治図書，
2000 年 ９月, p.19
8 ）文部省，前掲, p.26
Ａ： 工＝帝国書院　 ２＝大阪書籍
